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プログラムの目的と基本的考え方 
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試行事業の目的達成を継承し、発展させて参ります。 
 
１．製品（サービスを含む。）のCO2排出量を「見える化」する。 
２．事業者と消費者の間でCO2排出量削減行動に関する「気づき」を共有する。 
３．「見える化」された情報を用いて、事業者がサプライチェーンを構成する企業間で協力して更なる  
  CO2排出量削減を推進する。 
４．「見える化」された情報を用いて、消費者がより低炭素な消費生活へ自ら変革していく。 

本プログラムの中で別途認められた場合を除き、CFP の比較を
行ってはならない。 
 
１．製品上に表示される数値について、他事業者や他のプログラムとの比較可能性を追及せず、事業者努力 
  のコミュニケーションの裏づけとして活用する。 
２．ただし、自社内の製品間比較は可とする。 



ＣＦＰ宣言（コミュニケーションの手段） 
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• ＣＦＰマーク 

  プログラムへの参加とCO2削減努力表明手段として 

  CFPマークを弾力的に運用 

 

• 数値表示 

  ライフサイクル全体を１つにまとめた数値の表示 

 

• 追加情報 

  ライフサイクル段階毎に分けが表示などによる 

  削減ポイント、削減努力対象の明示と解説など 

 

• 登録情報 

  “登録情報”のホームページ公開による詳細内訳 



CO2の「見える化」 
カーボンフットプリント 

 1袋あたり 

CR-XXYY-ZZZZZ 

 

http://www.cfp-japan.jp 

ＣＦＰ宣言の例 
マークを利用した製品への表示例 
（数値表示、追加情報表示） 

ＷＥＢサイト上への表示例 
（登録情報） 

さらに、各事業者の皆さんは自社のホームページで公開
されている内容まで、「読まれる方」の理解につながる適
正な表示を推進 
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プログラム運営体制 
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アドバイザリーボード 

技術支援ＷＧ 

原単位レビューパネル 

企画広報支援
ＷＧ 

・原単位（2次データ）の検証基準

の管理、データ検証結果の確認
及び合否判定等を行う。 

・ＰＣＲ認定、ＣＦＰ検証、システム認
証結果の確認及び合否判定を行う。 

・参加事業者を中心に、プログラム 
 の改善提案や認知度向上のため 
 の広報企画に対して助言を行う。 

・事務局から提案の技術的な課題 
 等について、助言を行う。 

・運営に係る事項全般について、多様な利害
関係者の立場から助言を行う。 

2012年度プログラム運営体制 

レビューパネル 
 ① ＰＣＲ認定の審査 
 ② ＣＦＰ検証結果の確認 
 ③ システム認証j結果の確認 

 
 
 
■プログラム運営責任者■ 
社団法人産業環境管理協会 
製品環境部門長 横山 宏 
■プログラム運営事務局■  
ＬＣＡ事業推進センター 所長  
エコデザイン事業室 副室長  
ＣＦＰ事業チーム チーム長  
 
 

プログラム運営者 アドバイザリーボード 

諮問 

助言 

判定 依頼 

 
 
 
 
 
 
 
・ＰＣＲレビューア、ＣＦＰ検証業務を行う。 
・原単位検証員、原単位検証業務を行う。 
■内部レビューア■ 
ＬＣＡ事業推進センター 
ＬＣＡ事業室 室長  
■外部レビューア■（業務委託） 
※ 外部レビューアは、一定の力量要求 
  に対して要件を満たしたもの20名程 
  度を登録 
 
 
 
 
 
 
 

登録レビューア レビューパネル 

審査・確認 判定・結果 



これまでの主な動き 

 
• 5月／CFP検証が本格実施開始 

– １０営業日で合格判定実施へ 
– 試行事業を含むこれまでの累計合格アイテム数５４６アイテム 

 

• ７月／規程文書類のホームページ公開完了 
 
• ７月／CFP‐PCRの認定（新規、改訂）受付開始 

– 対面レビュー後１５日を最短目標に 
– 分野別ガイド（生鮮食品、加工食品、工業製品）が完成 
– すでに、１件認定手続開始 

 

• ７月／システム認証受付開始 
– システム認証審査機関の体制構築目途が立つ 
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CFP-PCR認定フロー 

申請者様の変更点 
 
・CFP-PCR策定にあたり、 
 事前の“計画登録”は不要 
 
・対面レビューは実施しますが 
 レビューパネルへの出席不要 
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CFP-PCRの見直しポイント 

• WGを経由しない個品個社CFP-PCR策定も可能に 

• 様式を合理的に見やすく変更 

• 分野別ガイドでCFP－PCR策定がよりスムーズに 

–生鮮食品、加工食品、工業製品が完成 

–システム、サービスも作成中 
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ＣＦＰ検証フロー 

申請者様の変更点 
 
・検証にあたり、書面検証を 
 原則とし、対面検証は必要 
 に応じた実施とする 
 
・レビューパネルへの出席不要 
 
・検証合格後、原則として 
 登録・公開手続きが必須 
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CFP検証申請の見直しポイント 

• 登録情報の様式がより進化しました 

・表示桁数を２ケタに（コミュニケーション重視） 
・解釈欄を追加（ISO化を見越して） 
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２次データ使用の運用見直しポイント 
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2次データ（基本データ、参考データ）使用の運用見直し 
 試行事業での、共通原単位は、「基本データ」として公開・活用する。 
 
 「基本データ」以外に2次データ利用希望があった場合、「利用可能データチェック基準」を 
  満足すればその使用を認める。 なお、既存の参考データも利用可能データとする。 
 
 事務局は、利用可能データの一覧を公開する。 
 

算定事業者 算定事業者 他二次データ 

基本データ（公開） 
（現共通原単位） 

共通原単位（公開） 

事務局 プログラム運営者 

※ 事務局にて妥当性評価した
うえで、適用を認める。 

推
奨 

事務局チェック 

提
供 

利用可能データ（原則公開） 

利
用
可
能 

利用希望 

算定事業者の選
択に任せる 

参考データ（名前のみ公開） 

必
須 

試行事業 事業化後 
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認証審査申請書提出 申請書内容チェック 

審査計画受領 

第1段階（書類審査） 

第2段階審査 
（本審査・サイト審査） 

審査チーム審査計画決定 

審査結果報告書作成 

機関内レビュー 

審査の最終判定及び認証 
（認証文書発行） 

第2段階審査受審 

第1段階審査受審 

システム認証登録申請 システム認証登録申請 
受領確認 

登録完了 

レビュー結果報告書作成 

申請組織 認証機関 CFPプログラム事務局 

レビューパネル確認 
システム認証登録番号連絡 

システム認証フロー 
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システム認証受付スタートと申請条件 

１アイテム以上の個品別検証経験あり 

システム要求事項を満足するCFP算定システムが構築済 

システム＝（要員、文書、マネジメントレビューを含む運営実績） 

要員が確保されている 

トップM、CFP管理責任者、内部検証員、内部監査員 

１アイテム以上当該システムを利用し内部検証が実施 

申請にあたっては、以下の条件をクリヤーする必要がある 
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システム認証要求事項体系 
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システム認証審査機関 

試行事業からご協力いただいた５機関と共に進めます 

 
■ＳＧＳジャパン株式会社 
■一般財団法人 日本ガス機器検査協会 
■一般財団法人 日本品質保証機構 
■ビューローベリタスジャパン 株式会社 
■ロイド レジスター クオリティー アシュランス リミテッド 

【参加予定認証機関】 
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ＣＦＰ登録・公開フロー 

登録・公開申請 

外部検証合格 内部検証合格 

個品別・システム 
いずれも 
合格から3ケ月以内 
に申請が必要 

検証合格後、登録・公開手続きを経てＣＦＰ宣言の公開が可能となる 

登録・公開 ＣＦＰホームページへの掲載 

マーク使用許諾契約 

個品別検証 システム認証に基づく検証 

初回登録時 



価格設定の考え方    
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企業単位での CFP 製品売上額  登録・公開料（円）  

区分  単価  

0円（販売を目的としないもの） 一律 10,500 

1,000万円未満  一律  21,000 

1,000万円以上 5,000万円未満  一律  31,500 

5,000万円以上 1億円未満  一律  63,000 

1億円以上 5億円未満 一律  136,500 

5億円以上 10億円未満  一律  273,000 

10億円以上 100億円未満  中小企業  399,000 

その他企業  798,000 

100億円以上 中小企業  525,000 

その他企業  1,050,000 

 

 

対価項目  基本単価 

CFP-PCR 認

定料（事前レ

ビュー有り） 

115,500円／CFP-PCR 

CFP-PCR 認

定料（事前レ

ビュー無し） 

31,500円／CFP-PCR 

CFP検証料 105,000円／製品 

 

＜各料金に含まれるもの＞ 
・CFP-PCR認定料 
 レビューアの作業費、事務処理費（パネル運営、登録公開管理費など） 
・ＣＦＰ検証料 
 検証員の作業費、事務処理費（パネル運営、登録公開管理費など） 
・登録・公開料 
 事務手数料、運営会務費、マーク使用許諾料、その他管理経費 



CFPコミュニケーションプログラムの 
本格始動にご期待ください 


